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１．はじめに 
 高度情報通信社会の進展に伴い，学校教育の現場にお

いても「情報活用能力の育成」を目指して様々な取り組

みが行われている。そのような中で，本校では，「大量の

情報の中から必要な情報を主体的に読み取り，効果的に

活用する能力」の育成を目的とした「マルチメディア学

習」のカリキュラム開発の研究を行っている。また，本

校は，広島大学附属三原学園にあり，学園内には附属幼

稚園，附属中学校もある。この環境を生かして，幼小中

が連携した１２年間のマルチメディア学習のカリキュラ

ム開発も行っている。なお，本研究は，一貫カリキュラ

ムの中の小学校の部分に当たる。 
 
２．研究の構想 
2.1 つけたい力 
この研究では，「マルチメディア学習」を通して，以

下のような資質を身につけさせていきたいと考えている。 
○ 情報社会に参画する能力・態度 

○ 情報の科学的な理解 

○ 情報活用の実践力 

○ 情報の多面的判断能力 
① 情報社会に参画する能力・態度 

 現代の私たちは，テレビ，新聞，雑誌など，大量の情

報をもとにして生活が営まれている。それらの情報や情

報技術が果たしている役割や影響について考えたり，情

報モラルや情報に対する責任について望ましい接し方を

考えたりしていくことは，これからの社会を生きていく

上でとても大切なことであると考える。 
② 情報の科学的な理解 

 私たちが普段接している情報には，どんなものがある

のか，そして，それらの情報はどのようにして作られた

のか，さらに情報はどのようにして伝えられているのか

について理解していくことは，情報を受信したり，発信

したりする上でとても大切であると考える。 

③ 情報活用の実践力 

 各自の課題や目的に応じて，様々な情報手段を主体的

に活用したり，効果的に活用したりして，考えをまとめ

たり，発信したりすることができる力である。この場合，

コンピュータや情報通信ネットワークだけでなく他の情

報手段を活用することも考えさせていくことが大切にな

ってくる。 

④ 情報の多面的判断能力 
 作ったり，受信したりした情報がどういう意味を持つ 
のか，また，それらの情報がどのような影響力を持つの

かについて考えていくことである。現代の情報化社会で

は，情報を瞬時に大量にまた，不特定に発信することが

できる。このことは，社会にとって有益な点があると同

時に影の部分もあり，情報が持つ意味を考えさせていく

ことが大切になってくる。 
2.2 小学校におけるマルチメディア学習 
小学校では，主に前半（1～3年生）において，自分の

調べたい情報を集めること，メディアに触れ，慣れ親し

むこと，自分の考えやグループの考えをまとめて発表す

ることなどの経験を積み重ねていく。その上で後半（4

～6 年生）では，社会生活の中で情報や情報技術が果た

している役割や及ぼしている影響を理解し，情報モラル

の必要性や情報に対する責任について考え，様々なメデ

ィア報道を多面的に判断しようとする態度を育成する。

その中でコンピュータリテラシーの充実も図る。それら

の活動を通して，小学校では，必要な情報を主体的に収

集・選択し，受け手の状況などを踏まえて発信・伝達で

きる基礎的な力を育成する。 
 
３．実践例 
○単元名 「附属三原学園のCMを作ろう」 
○学 年 小学校６年生 ３７名 
○研究の視点 
①教材観 
 テレビ，ビデオ，ＣＤ，コンピュータなど，いわゆる

メディア機器は日進月歩で発展してきており，大量の情

報が短時間で行き交う情報化社会を迎えるとともに，私

たちの生活においても日々その恩恵を受けている。この

ような社会において大切になることは，情報をどのよう

に有効に活用して自分らしく生きていくかである。すな

わち，情報の意味を考えたり，情報を処理したり，情報

を創造したりしていく力が大切になってくると考える。

本単元の「附属三原学園のＣＭをつくろう」は自分たち

の力で附属三原学園のＣＭを制作して，テレビ局で放送

してもらおうと考えている。テレビのＣＭは短い時間の

中で伝えたい内容を効果的にアピールしているところに

特徴がある。テレビのＣＭづくりを子どもたちが体験す

ることで，公共的な情報がどのように制作されているの

か，また，自分たちの考えをたくさんの人たちにわかり

やすく伝えるためには，必要な情報を集め，取捨選択し

て，わかりやすくまとめていくことが大切であると実感

することができるのではないかと考える。 
②児童観 
 マルチメディアの学習では，これまでにワープロソフ



トを使った文章入力などのコンピュータを使った学習や

テレビ番組や新聞について考える学習を行ってきた。マ

ルチメディアの学習やテレビのＣＭづくりについてアン

ケートを行ったところ（平成15年11月５日実施 37名），
「マルチメディアの学習を楽しみにしている」18人，「ふ
つう」16人でほとんどの子がこの学習について肯定的に
考えていることが分かった。ＣＭづくりに関しては，「楽

しみ」24人，「ふつう」11人「楽しくない」３人でたく
さんの子がこの学習を楽しみに感じていることが分かっ

た。ＣＭがどのようにつくられているのかについては，

「分かっている」11人，「分かっていない」26人で，Ｃ
Ｍの制作過程を学んでいく必要があることが分かった。

ＣＭづくりで使用する機器に関しては，「デジタルカメ

ラを使って写真を撮ることができる」31人，「デジタル
ビデオカメラを使うことができる」21人，「映像を編集
することができる」３人で，カメラを使うことはできる

が，ビデオ編集の方法がよく分かっていない児童が多い

ことも分かった。 

    本学級の児童は，マルチメディアの学習ではこれま
でにペイントソフトを使った作品づくりや，テレビ番組

について学習したりしてきた。学習課題に対しては一人

ひとり集中して取り組み，調べるたり作業したりする活

動についても意欲的に取り組むことができる。メディア

の学習ではテレビ番組にはどのような内容のものあるの

かについて調べたり，グラフにまとめて分析したりする

学習を通して，テレビ番組は見る人によって感じ方が違

うことや現実の世界をより誇張してあることなどを学ん

できた。しかし，自分たちで必要な情報を集めたり，集

めた情報をもとにして自分たちの考えをまとめたり，発

信したりする学習をじゅうぶん深めていない現状がある

ので，本単元では自分たちの学園のＣＭづくりをするこ

とで，子どもたちの話し合いをもとにして，自分たちの

考えをまとめたり，その考えを効果的に表現したりする

方法の学習を深めていきたいと考える。 
③指導観 
 指導にあたっては，地元の三原テレビ放送（ケーブル

テレビ）に協力をいただき，子どもたちがつくった附属

三原学園のＣＭを三原テレビ放送（ケーブルテレビ）で

放映してもらうことを前提に学習を進めていく。そのた

めには，どんなことをしたらいいのか子どもたち自身で

活動を考えさせていくとともに，三原テレビ放送局の方

のアドバイスをいただきながらＣＭ制作の過程や編集方

法などを身につけさせていきたい。また，放映するＣＭ

はできるかぎり30秒６カットになることを条件にして，
必要な映像や音声や音楽や文字などの情報を自分たちの

力で選択して一本のＣＭにまとめることができるように

させていきたい。この学習を通して，普段は何気なく見

ているテレビのＣＭにも，様々に人たちがかかわり効果

的に情報が制作されていることや，情報の持つ大切さに

ついても考えさせていきたい。 

○単元の目標 
・ＣＭづくりに関心を持ち，ＣＭをつくるために様々

な情報を意欲的に集め，進んでＣＭづくりに挑戦す

ることができる。 

  ・情報をつくることを通して，情報には制作者の思い
が含まれて 

いることが分かる。 
・デジタルビデオカメラやコンピュータなどを使って，

ＣＭをつくることができる。 

・自分たちのテーマに基づいて，様々な情報（映像・

音声・文字）を集め，取捨選択して，自分たちの力

でＣＭをつくることができる。 
 

○活動の概要 
第１次 ＣＭ作りの学習計画を立てる 
 ＣＭがどのようにして制作されているのかがよく分か

っていない児童が約 25 人もいたので，ＣＭの作り方に
ついて地元のケーブルテレビ局である三原テレビ放送の

人に教えてもらった。まず始めに，ＣＭを見て気付いた

ことを出し合った。何回も見直すことで，ＣＭの時間が

約１５秒くらいだということ，画面（カット）で構成さ

れていること，１カットが２～３秒くらいだということ

などが分かってきた。次に，どのような手順で制作して

いくのかを教えてもらった。 
 
 ＣＭ制作の手順 

①テーマを決める ②絵コンテを作る ③撮影をする 
④編集をする ⑤検討会をする ⑥再編集をする 
⑦完成 
 
重要なポイントとして 
○ 何を伝えたいのか，テーマをしっかり持つこと 
○ 印象に残るカットを最後に持ってくること 
○ どんな手段（映像・言葉・文字・音楽）を用いて伝

えるのか。 
等を教えてもらった。CM作品は放送してもらことにな
っていたので，三原テレビの人と話し合って次のように

決めた。 
○ ＣＭ作品は，約３０秒 ６カット 
○ １グループ１０人で４グループの４作品を作る。 
○ カメラはデジタルビデオカメラ，編集はＰＣによる

ノンリニア編集 
 
第２次 テーマを決めて，絵コンテを作る 
 附属学園を紹介するＣＭを作ることが大きなテーマだ

ったので，初めに子どもたちが考えたテーマは，誰でも

が考えつくものが多かった。初めに考えたテーマは 
○ 附属三原学園の特徴を紹介する。 
○ 他の学校にない物を紹介する。 
○ 附属三原学園の伝統を紹介する 



○ お茶室を紹介する。 
という伝えたいものがはっきりしないものだった。 
 あえてテーマをもう少し詳しく考えさせていった。例

えば，お茶室を紹介するグループでは，お茶室の映像だ

けでなく，それらを通して，どんな考えをどんな思いを

どんな内容を伝えたいのかを考えさせていった。このこ

とを考えることが一番大切であるとともに，一番時間が

かかり大変だったと思う。 
 
 
１班 附属三原学園には，幼稚園・小学校・中学校がい

っしょに活動するすばらしい行事がたくさんある。 
２班 附属三原学園には，人の心をいやしてくれるすば

らしいお茶室がある。 
３班 私たちのために残してくださった古くから伝わっ

てきたすばらしいものを紹介する。 
４班 せんぱいから受け継いだ自伸会信条の伝統を守っ

ていきたい。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       図

１  完成した絵コンテ  

 
第５次 ＣＭ作品の交流会 
 できあがった作品をお互いに見合って，さらによい作

品作りをめざすために交流会を行った。作品を見て，感

想を述べ合うのでなく，作品を見て，その班のテーマは

何だったのかを考えていった。予想が，テーマと違った

り，テーマがわかりにくかった作品については，どこを

どうしたらいいのかについて，お互いの考えを交流して

いった。その際には，制作した班の子どもたちも，カッ

トの場面を挙げて，撮影の状況を話したり，自分たちの

考えを主張したりすることができた。また，すばらしい

と思った点を出し合うことでよいところを生かした作品

作りができるようにもしていった。 
 
４．考察 
①コンピュータリテラシーについて 
 この学習を通して，デジタルビデオカメラを使って映

像を撮影したり，PC を使って映像を編集したりする能
力を伸ばすことができるのではないかと考えた。授業前

と授業後を比較してみる。 
 

 

図２と図３を比較すると，デジタルビデオカメラの使

次にコンピュータを使った映像の編集について比較し
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図２ 授業前 デジタルビデオカメラが使えるか  
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用については，授業後に使うことができるようになった

児童の数が増えていることが分かる。デジタルビデオカ

メラは各家庭にもかなり普及しているためか，使えるこ

とができる児童が多かったため，授業では使えない児童

に積極的に体験させようとする姿が見られた。 
 
 

てみた。 
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図３ 授業後 デジタルビデオカメラが使えるか 
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図４ 授業前 PCを使った映像編集 



 
 図４と図５を比較すると，PC を使った映像編集がで
きる児童の数が授業後に増えていることが分かるが，自

分で使うことができない児童も男女併せて学級の半数も

いることが分かる。ＰＣを使いながらも，このような状

況になった理由として，映像編集をするPCが４台しか
準備できなかったので，児童たちの使用する機会が少な

かったと考えられる。児童の感想にも「編集の時するこ

とがなくて困った。」「PC をさわることができなかっ
た。」というのがあった。今回の実践では，情報機器の不

足から 37 名の児童を４グループに分けて実践せざるを
得なかったため，１グループが８～10 人になったため，
一人ひとりが情報機器を充分活用できなかったと考えら

れる。 
 
②情報の多面的判断力の育成について 
 この実践における情報の判断力育成の場面は次のよう

な場面があった。 
・ 絵コンテを作成する 
・ ＣＭを撮影する 
・ ＣＭを編集する 
・ ＣＭの中間発表会 
・ ＣＭを見直す 

 これらの場面で児童たちの感想の中から関係している

ものを挙げてみる。 
・撮影や言葉を入れるとき，みんなと話し合って入れた

のが楽しかったです。ゲストティーチャーに見てもら

った場面を入れるとき，みんなの意見でだめになった

のが残念でした。 
・カメラで撮ったり，コンピュータで編集したりして，

文字や曲や映像をいろいろ換えたのが楽しかったです。

みんなと話し合ったので，人から見ればなおしたらい

いと思うところがたくさんあるのだなと思いました。 
・何となく見ていたＣＭにこんなに時間をかけて作って

いるのかと思いました。大変だったけど，またやって

みたいです。 
・テーマづくりでは，どうアピールするのかいろいろ迷

いました。中間発表会では，作品のいいところや直し

たらいいところが聞けて，「そーなんだ。」と思うとこ

ろがありました。 
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女子  授業の中では，編集の場面で，たくさんのカットの中

からどの場面が一番効果的なかの班のメンバーで話し合

いをしながら決めているような場面が見られた。また，

BGMを入れる場合でも，自分たちでCDを探してきた
り，実際の映像を見ながら，どの曲の雰囲気が合うのか，

曲のどの部分を入れるのか迷いながら決めているところ

も見られた。中間発表会では，班の発表に対して，映像

がテーマに合っていない，曲のイメージが映像と合わな

いといった厳しい意見が出されたり，発表した班からも

アピールしたりする姿が見ら

 

図５ 授業後 PCを使った映像編集 自分たちの考えを積極的に

れた。 

．成果と課題 
附属学園のCMをつくろう」の学習は

には，班の友達が係の仕事
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 授業終了後に「

どうだったかアンケートをとってみた。その結果，７割

くらいの児童は楽しかったと答え，あまり楽しくなかっ

たと答えたのは４名だった。楽しかった理由として，自

分たちの考えでCMづくりができたこと，カメラやコン
ピュータをしっかり使えたことを挙げた児童が多かった。

CMを作るために，テーマを決めたり，絵コンテを描い
たり，撮影や編集をしたりすることは子どもたちにとっ

ては，大変しんどい作業であったと思うが，そのことが

子どもたちにとっては喜びであったことが子どもたちが

力を付けたことだと思う。 
 あまり楽しくなかった理由

をしなかった，映像を決めるとき言い合いになっておも

しろくなかった，カメラやコンピュータをしっかり使え

なかったということがあった。１グループが８～10人で
は，どうしても遊んでしまう子が出るであろう。これも，

カメラやコンピュータの数が不足しているためである。

せめて，４～５人のグループに１台のカメラやコンピュ

ータが必要である。情報の多面的判断力を育成するため

の評価基準が明確でなかったため，どのような場面で子

どもたちにどんな力が身に付いたのかをはっきり示すこ

とができなかった。子どもたちの活動をどのように評価

していくのかを事前に検討して，実践をスタートしてい

かなければならいと思う。 
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